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第四成長期のスローガンと重点項目の追加

■経営上の重点項目

• 航海気象における１万隻へのＯＳＲサービス展開

• 空（航空）と陸（道路・鉄道）の交通気象のグローバル展開

日本におけるライフインフラ気象の展開• 日本におけるライフインフラ気象の展開

• ウェザーリポーターネットワークのグローバル展開ウ ザ リポ タ ネットワ クのグ ル展開



28期第２四半期レビュー：連結業績

B to S重点事業のモバイル・インターネット売上が減少した
ものの、B to B重点事業（交通気象）が増収となり、全体で

（百万円）

ものの、B to B重点事業（交通気象）が増収となり、全体で
昨年同期比増収増益。

27期第2四半期
(12.06～12.11)

28期第2四半期
(13.06～13.11)

増減

売上高
(B to B 法人向け市場)

6,072
(2 949)

6,160
(3 253)

88
(304)(B to B 法人向け市場)

(B to S 個人向け市場)

(2,949)

(3,123)

(3,253)

(2,907)

(304)

(▲216)

営業利益 1,181 1,439 258

経常利益 1,177 1,443 266

純利益 739 894 155



28期第２四半期レビュー：B to B市場

重点事業（交通気象）が前年同期比11.4％、
B to B全体で10.3％増収。
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28期第２四半期レビュー：海の交通気象（航海気象）

運航を最適化するOSRサービスが展開が日本、欧州のバ
ルク市場で進み、沿岸航行の最適化をサポートするCSRルク市場で進み、沿岸航行の最適化をサポ トするCSR
サービスもアジアでスタート。

OSRサービス提供隻数と今後の予測
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28期第２四半期レビュー：海の交通気象（航空気象）

中国国内で５社目となる山東航空へのサービスを開始。

日本では 運航中の機体位置と周辺の気象リスクをリアル日本では、運航中の機体位置と周辺の気象リスクをリアル
タイムに把握、伝達する「Flight Watch」が、ドクターヘリの３
分の１にあたる15機にサ ビス提供分の１にあたる15機にサービス提供。



28期第２四半期レビュー：陸の交通気象

道路気象は、地震・津波、火山の降灰、竜巻などにもサー
ビスを広げ 鉄道気象では 台風により大きな影響を受けビスを広げ、鉄道気象では、台風により大きな影響を受け
た台湾の鉄道市場への本格的なマーケティングを開始。



イ イ タ ネ ト 有料会員が ス ト では

28期第２四半期レビュー：B to S市場

モバイル・インターネットの有料会員が、スマートフォンでは
増加したものの、課金収入の多様化により、全体では
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「ウ ザ スタ チ は ダウ ド数1 100万 ウ

28期第２四半期レビュー：B to S市場

「ウェザーニュースタッチ」は、ダウンロード数1,100万、ウェ
ザーリポーターは約600万人となり、台風、地震、ゲリラ雷
雨などの有事には、従来のフィーチャーフォン同様サポー
ターが大幅に増加。
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タ が大幅に増加。

ウェザーニュースタッチダウンロード数 有料サポーターの日別加入数
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28期第２四半期レビュー：B to S市場

様々な ズに対応した プリをリリ スし 有料サポ様々なニーズに対応したアプリをリリースし、有料サポー
ターの獲得へ。

らくらくウェザーニュース 地震・津波の会

簡単に天気だけが見たい 地震・津波発生時に
必ず迅速に情報が欲しい必ず迅速に情報が欲しい



革新的なインフラ・技術への取り組み（１）

北極海の海氷を観測する超小型衛星

WNISAT-1打ち上げ成功

北極海の海氷を観測する超小型衛星
「WNISAT-1」が、11月21日に打ち上げ
成功。来年夏のPolar Routeingサービス
の展開に弾み。の展開に弾み。

SVOC(WNISAT-1の管制センター) ロケットはロシアから打ち上げ



革新的なインフラ・技術への取り組み（２）

ネパ ルの航空会社の安全性を向上を目的に ネパ ル気

ネパール気象革命Project（サービス・インフラ展開の具体例）

ネパールの航空会社の安全性を向上を目的に、ネパール気
象庁、航空局とインフラ構築に向けてMOUを締結。今後ア
ジアの新興国へ拡大。

ネパール国内の
インフラ展開イメージ

調印式の様子

インフラ展開イメージ



第28期下半期の見通し第 期下半期 見通し



28期下半期の見通し：海の交通気象（航海気象）

28期下半期は 特に欧州のバルク市場 アメリカのタ28期下半期は、特に欧州のバルク市場、アメリカのタ
ンカー市場のOSRサービス展開に注力。

OSR対象１万隻の内訳と市場展開の歴史
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28期下半期の見通し：空と陸の交通気象

航空気象は引き続き日本 ジ で サ ビス展開航空気象は引き続き日本、アジアでのサービス展開。
鉄道気象はGPSの位置情報を利用し、列車に徐行や気象
リスクを事前に伝達することで、安全運行を支援する「通告
サポート」を更に拡大。サポ ト」を更に拡大。



28期下半期の見通し：B to S市場

１２月４日にグローバルアプリ「suunycomb」をリリース。
「全世界１億人のウェザーリポーターネットワーク実現」に向全世界１億人のウ ザ リポ タ ネットワ ク実現」に向
けた取り組みを開始。



28期下半期の見通し：グローバル展開

大雨、洪水、津波と日本と似た気象・地象リスクが存在する
インドネシアに、ジャカルタSSB準備室を設立。インドネシアに、ジャカルタSSB準備室を設立。
アジアの新興国へのサービス展開を加速。

マカッサルマカッサル
交通渋滞、
洪水リスク

スラバヤ

アチェ
スマトラ地震の津波で壊滅、

死者20万人以上

港湾都市。
日系企業も
多数進出

ジャカルタ

死者20万人以上
多数進出

ジャカルタ
慢性的な交通渋滞、大雨・洪水リスク

日系企業多数

ジョグジャカルタ
火山



航海気象は欧州 ク市場 リカ タ カ 市場

28期通期の見通し

• 航海気象は欧州のバルク市場、アメリカのタンカー市場
へのOSR展開

• 空・陸の交通気象はアジア展開を加速
• モバイル・インターネットはグローバル展開を加速モバイル インタ ネットはグロ バル展開を加速

（百万円）

27期
(2012 6-2013 5)

28期
(2013 6-2014 5)

増減
(2012.6-2013.5) (2013.6-2014.5)

第２四半期 通期 第２四半期 通期（計画） （通期比）

売上全体
(B to B 法人向け市場)
(B to S 個人向け市場)

6,072
(2,949)
(3,123)

13,007
(6,572)
(6,434)

6,160
(3,253)
(2,907)

13,500
(7,300)
(6,200)

493
( 個人向 市場)

営業利益 1,181 2,696 1,439 3,000 304

経常利益 1,177 2,760 1,443 3,000 240

純利益 739 1,724 894 1,850 126




